
（別紙３）

～ 2026年　2月　10日

（対象者数） 23 （回答者数） 15

～ 2026年　2月　28日

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子どもによって特性や発達、理解度が異なるため、それぞれ

に合わせた環境設定やツール、支援方法を常に考えていきま

す。

2

今後も積極的に自己選択・自己決定の機会を設けてい

きます。

3

職員間でコミュニケーションをとり、職員によって情報の差

がないように共有方法を見直していきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・子どもの発達や状況によって固定化することがいい場合も

あれば、新しいものに広げていくことがいい場合もあるた

め、子どもに合わせてプログラムを考えていきます。

・好きな活動があり、将来のために余暇時間を過ごせること

が大切だと思われるので、活動を提案するなどして広げてい

くことも意識していきます。

2

・個人の活動や意思は尊重しながら、必要に応じて集団での

イベントや小集団での遊びなども実施していきます。

・特性や発達段階に合わせて、子ども同士で関わる機会を設

け、社会性の支援をしていきます。

3

ホームページや広報誌にて研修や訓練の様子を伝えていきま

す。

○事業所名 タクト（放課後等デイサービス）

○保護者評価実施期間
2026年　1月　20日

○保護者評価有効回答数

2026年　2月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　5 月　25日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

安全計画やマニュアル、訓練などの周知があまりできていない

こと

周知の機会を作れていないことが要因だと思われます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

プログラムが固定化しやすいこと ・特性として変化が苦手で繰り返しや同じものを好む子どもが

多いため、固定化しやすくなっていると思われます。

・決まった活動をしていることで安心感があり、子どもが落ち

着いて行動できているため、安定を求めている所があると思わ

れます。

集団活動が少ないこと ・個人で過ごすことを好む子どもが多いため、個人の好きな活

動を尊重しています。

・同年代との関わりよりもまず大人と関わる段階の子どもが多

いため、社会性の支援を重視し、まずは大人との関わりを大切

に考えています。

・可能な限り毎日ミーティングを実施し、子どもの様子や支援

内容、業務改善に関する事項などを共有して話し合いをしてい

ます。気になることがあればすぐに話し合いの場を持つように

しています。また、話し合った内容は職員間で共有するように

しています。

・ホワイトボードを活用して、引継ぎ事項を記入したり、業務

の進捗がわかるようにして職員全員で業務に当たれるようにし

たりしています。

それぞれの特性に合わせて環境を整えたりツールを使ったりし

て支援を行っていること

・環境を整えることで、言われなくても、不要な刺激は減らし

てしてはいけないことはできないようにし、してもいいことが

できるような環境にしています。

・視覚ツールなどを活用して言葉以外の手段でもコミュニケー

ションを取れるようしたり、スケジュールやタイマーなどで見

通しを持って安心して過ごせるようにしています。

自己選択・自己決定支援を大切にしていること

職員間で話し合いを行ない、支援対応の見直しや業務改善など

に努めていること

・決められたプログラムは設定せず、自分の好きな遊びや活動

を選んで過ごせるようにして、子どもの自主性を大切にしてい

ます。子どもの好きな活動をいくつか用意したり、同じ活動の

中でも種類を用意したりし、選べるようにしています。

・数種類の中からおやつを選択できるようにしています。

・コミュニケーションツールなどを用意し、自分の意思を伝え

られるようにしています。

・買い物学習に行き、欲しい物を選ぶ経験をしています。

事業所における自己評価総括表公表


